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懐かしの校舎がゲームセンターに変身

12月13日・14日
「SOEDA-LAN」初開催決定

　

添
田
町
は
平
成
20
年
、
町
全
域
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
基
盤
を
整
備
し
、
現

在
は
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
（
Ｂ

Ｂ
Ｉ
Ｑ
）
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
強
み
を
活
か
し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
地
域
活
性
化
や
課
題
解
決
に
つ
な
げ

る
た
め
、

日
本
最
大

規
模
の

プ
ロ
ｅ

ス
ポ
ー

ツ
チ
ー

ム
「
Ｆ
Ｅ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｌ

（
フ
ェ
ン

ネ
ル
）」、

福
岡
に
拠

点
を
置

く
「
Ｑ
Ｔ

Ｄ
Ｉ
Ｇ
∞

（
キ
ュ
ー

テ
ィ
ー
デ
ィ
グ
）」
と
12
月
に
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

「
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ａ
‐
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
添

田
町
で
木
材
加
工
業
な
ど
を
営
む
九
州

バ
ー
ク
運
輸
が
手
掛
け
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

実
業
団
「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｓ
」
と
、添
田
町
に
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
添
田
を
元
気
に

ト
回
線
を
提
供
す
る
株
式
会
社
Ｑ
Ｔ
ｎ

ｅ
ｔ
も「
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ａ
‐
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
に
参

画
し
、
今
後
、
町
で
行
う
様
々
な
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
関
連
の
取
り
組
み
な
ど
を
各
社

協
力
の
も
と
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

９
月
17
日
に
は
、添
田
町
役
場
で
「
Ｓ

Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ａ
‐
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
に

参
画
す
る
株
式
会
社
Ｆ
ｅ

ｎ
ｎ
ｅ
ｌ
高
島
代
表
取
締

役
社
長
、
株
式
会
社
Ｑ
Ｔ

ｎ
ｅ
ｔ
小
倉
代
表
取
締
役

社
長
、
株
式
会
社
戦
国
西

田
代
表
取
締
役
、
有
限
会

社
九
州
バ
ー
ク
運
輸
林
代

表
取
締
役
と
寺
西
町
長
の

５
者
に
よ
る
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
・
地
域
課
題
の
解
決
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

の
目
的
は
添
田
町
に
あ
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
基
盤
と
参
画
各
社

が
有
す
る
専
門
的
な
情
報
通
信
技
術
や

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組

み
合
わ
せ
、
地
域
で
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
普

及
や
地
域
活
性
化
・
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
第
１
弾
と
な
る
の
が
、
今
回

の
「
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｄ
Ａ
‐
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
で
す
。

今年３月に閉校した旧添田小学校を舞台に、最新のＴＶゲームやＶＲ体験、懐かしの
アーケードゲーム、さらに麻雀やボードゲームまでを楽しめる eスポーツイベント、
「SOEDA-LAN」を12月13日㈯・14日㈰の2日間開催します。幅広い世代が一緒に遊び、
交流できる『校舎をまるごとゲームセンター』にしたイベントです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 役場まちづくり課情報推進係（☎82-5965）

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

　
　
　
　

連
携
協
定
を
締
結

最新のＴＶゲームやＶＲ体験、懐かしいアーケード
ゲームに麻雀やボードゲームまでを一堂に集め、「懐か
しの校舎とゲームが紡ぐ、みんなの放課後」を実現す
る、子どもからシニアまで幅広い世代に楽しめる eス
ポーツイベントを2日間に渡って開催します。

広報そえだ（令和７年 10月号）　２３　広報そえだ（令和７年 10月号）

歴史ある学び舎×ゲームカルチャー
　教室・廊下・体育館など、学校の記憶を感じる空間
で多様なゲーム体験を提供します。
世代を超えた共遊設計
　子どもからシニアまで楽しめるコンテンツを配置。
“観て楽しい” プログラムです。
高速回線×安定運用
　高速インターネット回線を活かしたオンライン対戦
や、ＶＲ体験を快適に行うことができます。

体育館ステージ
　ゲーム好きタレント、ゴー☆ジャスさんを迎えた来
場者参加型のゲームイベントやクイズ大会、添田町Ｐ
Ｒ大使・毛利蘭さんによる特別ライブのほか、「ＦＥＮ
ＮＥＬ」や「ＱＴＤＩＧ∞」のプロ選手と交流できる
人気タイトルのゲーム対戦会を開催します。
教室ステージ
　最新ゲームやＶＲ体験、レトロゲーム、麻雀・ボー
ドゲームコーナー、フォートナイト大会、マインクラ
フト体験コーナーなど、ゲームセンターのように各教
室でさまざまな世代のゲームを体験できます。
ＳＯＥＤＡ－ＬＡＮ公式Xアカウント
　イベントの詳細は随時ＳＯＥＤＡ－ＬＡＮ公式Ｘ
（旧 Twitter）でお知らせします。
▶ＳＯＥＤＡ－ＬＡＮ公式Ｘ
　https://x.com/Soeda_Lan

eスポーツイベント「SOEDA-LAN」
イベント内容の一部を紹介！

　ｅスポーツに興味があってイベントを一
緒に盛り上げてくれる仲間を募集します。
▶活動日時 12月13日㈯・14日㈰
※別途、事前説明会（１時間程度）を予定。
１日だけの参加も可能です。
▶活動場所　旧添田小学校
▶活動時間　各日９時～17時30分
▶活動内容　イベントの準備・片付け、会
　場整理、観客誘導、会場ごみ拾いなど

SOEDA-LANボランティアスタッフ募集中
▶募集人数 30人／先着順
▶参加条件　高校生以上で事前説明会に参
　加できること
▶謝礼　交通費・昼食代を支給
▶申込方法　募集フォームに氏名、メール
　アドレス、事前説明会の希望日程などを
　入力し、送信。次の二次元コードから募
　集フォームにアクセスし、
　申し込みください

　たくさんのゲームタイトル
を用意します。
▶グランツーリスモ 7
▶ぷよぷよ eスポーツ
▶太鼓の達人
　ドンダフルフェスティバル
▶フォートナイト
▶マインクラフト
▶次世代デジタルチャンバラ
　ＳＡＳＳＥＮ
▶Apex Legends　ほか

旧添田小学校をみんなの放課後に　
eスポーツイベント「SOEDA-LAN」 「SOEDA-LAN」の見どころ

開催日 12/13土、14日
　　　　　各日10時～17時
会　場　旧添田小学校
入場料　無料

遊べるゲームタイトルの一部を紹介



　

添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
10
年

後
の
あ
り
た
い
姿
と
し
て
「
い
つ
ま
で
も

健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
・
住
み
た
く
な

　

令
和
７
年
４
月
、
添
田
・
中
元
寺
・
落
合
・
真
木
・
津
野
の
町
内
５
つ
の
小
学
校
を
統
合
し
、
新
「
添

田
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
校
舎
も
新
し
く
な
る
の
と
同
時
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
も
始

ま
り
、
大
き
な
変
化
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
添
田
小
学
校
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿
や
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
添
田
小
学
校

の
中
山
博
紀
校
長
が
紹
介
し
ま
す
。

を
果
た
す
上
で
は
、
数
値
と
し
て
目
に
見

え
る
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
目
に
は
見
え
ず
と
も
、
重
要
な
要
素

と
な
る
学
ぶ
意
欲
や
仲
間
と
協
力
し
て
問

題
を
解
決
す
る
力
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
非

認
知
能
力
」
と
言
わ
れ
る
力
の
育
成
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
で
は
、
こ
の
「
見
え
る
学
力
」

と
「
見
え
な
い
学
力
（
非
認
知
能
力
）」

の
育
成
を
両
輪
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
見
え
な
い
学
力
（
非
認
知
能
力
）」
は

「
見
え
る
学
力
」
を
支
え
る
重
要
な
基
盤

と
な
り
ま
す
。
学
ぶ
意
欲
や
あ
き
ら
め
ず

に
根
気
強
く
取
り
組
む
態
度
、
仲
間
と
協

◉
開
校
か
ら
半
年　

添
田
小
学
校
の
今
を
お
伝
え
し
ま
す

　

開
校
当
初
は
、
学
校
の
統
合
と
い
う

大
き
な
環
境
の
変
化
に
、
子
ど
も
た
ち

も
戸
惑
い
や
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
開
校
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
仲

間
と
一
緒
に
過
ご
す
学
校
で
の
生
活
や

先
生
方
の
支
援
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
人

間
関
係
も
築
か
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
で
は
、
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
添
田

町
の
山
々
か
ら
伐
採
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
で
す
。「
環
境
が
人
を
育
て
る
」
と
も

言
い
ま
す
が
、
木
の
香
り
や
温
か
さ
、

　ゲストティーチャーとして英彦山青年の家職員を
講師に町の生き物につ
いて知ったり触れたり
する学習。添田公園内
に生息する生き物を調
べ、観察しました。

力
し
て
問
題
を
解
決
す
る
力
な
ど
は
、
教

科
等
の
授
業
だ
け
で
は
育
成
す
る
こ
と
が

困
難
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
た

育
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う

し
た
体
験
活
動
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
添

田
町
を
愛
す
る
心
を
育
み
た
い
と
考
え
、

小
学
校
で
は
、
左
に
示
す
よ
う
な
体
験
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

先
ほ
ど
の
「
見
え
な
い
学
力
（
非
認
知
能

力
）」
も
あ
わ
せ
て
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
日
々
の
授
業
の
中
で
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
学
び
へ
参
画
し
、

と
も
に
学
び
合
い
、
学
ぶ
意
欲
を
も
っ
て

粘
り
強
く
問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

読
書
は
豊

か
な
心
や
想

像
力
を
育
む

と
同
時
に
、

言
語
力
の
向

上
に
も
効
果

が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
校

しと重
要
な
要
素

協
力
し
て
問

わ
て
目
に
見

と
あ
わ
せ

要
な
要
素

英彦 青年 家職員

柔
ら
か
さ
は
、子
ど
も
た
ち
の「
優
し
さ
」

や
「
あ
た
た
か
さ
」「
素
直
さ
」「
お
だ

や
か
さ
」
な
ど
の
心
情
を
育
む
上
で
も
、

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
「
地
域
の
宝
」
で
す
。
今

後
の
添
田
町
を
担
い
、
地
域
の
よ
さ
を

引
き
出
し
、
課
題
を
解
決
す
る
の
は
、

今
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
今
後
も
「
見

え
る
学
力
」
と
「
見
え
な
い
学
力
（
非

認
知
能
力
）」を
両
輪
と
し
つ
つ
、
ふ
る

さ
と
添
田
町
を
愛
し
、
地
域
の
活
動
に

参
画
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
、
添
田
小

学
校
職
員
一
同
、
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
協

力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１年生
２年生

添田の自然や歴史を学ぶ
「ふるさと学習」

　ゲストティーチャーに田中
隆信さん（添田西）を迎え、
育苗、田植えから稲刈りまで
自分たちで行うことで「お米
の大切さ」などを学びました。

　ゲストティーチャーとして藤
川椎茸園の藤川徹さん（桝田）
を迎え、椎茸づくりの話を聞い
たり、原木へのコマ打ち体験を
しました。

６年生

　タブレットを使って町の歴史や文化財の保全方法な
どをまとめ、発表します。今年は県の文化財に指定さ
れている、上中元寺地
区の薬師堂内に鎮座し
ている木造薬師如来坐
像や諏訪神社境内に生
育しているイチイガシ
などを調べました。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
（
☎
82-

５
９
６
３
）

５　広報そえだ（令和７年 10月号）

。

舎
に
な
り
、
図
書
室
も
新
し
く
な
っ
て
、

蔵
書
数
も
増
え
ま
し
た
。

　

昼
休
み
や
清
掃
後
の
「
昼
読
書
」
の
時

間
等
も
活
用
し
、
年
間
一
人
平
均
50
冊
以

上
を
目
標
と
し
て
、
読
書
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

体
力
向
上
を
目
指
し
、
運
動
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
を
整
え
、「
サ
ー
キ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
の
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
体
力
の
向
上
は
、
学
ぶ
意
欲

や
粘
り
強
く
取
り
組
む
態
度
な
ど
の
「
見

え
な
い
学
力
（
非
認
知
能
力
）」
の
育
成

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

しました。

４年生

添田小学校　ＤＡＴＡ　
１年生46人　２年生52人　３年生46人
４年生63人　５年生48人　６年生63人
全校生徒318人

ゲストティーチャーによる
生き物の学習
「添田町の生き物にふれよう」

米作り体験「おいしい添田町のお米」

添田町の名産を知る
「しいたけ名人への道」

町内の歴史・文化施設などを
見学・調査する学習
「伝えよう！添田の歴史・文化遺産」

３年生

　英彦山青年の家で、４泊５日の長期宿泊体験学習。
英彦山での野外活動や星空教室、野外調理などを通
して、英彦山の自然のすばらしさを知るとともに、
仲間との絆を深めます。また、福岡教育大学の学生
をスタッフとして招き、交流を深めます。

長期宿泊体験学習
「添田町の魅力アピール大作戦」

どを学びまし

５年生

す。今年 県 文化財 指定

隆
育

の

る
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
添
田
町
に
愛
着
を

持
ち
続
け
、
地
域
の
活
動
に
参
画
し
、
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
児
童
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
素
地
を
つ

く
る
こ
と
が
小
学
校
の
役
割
で
あ
り
、
責

務
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
役
割
や
責
務
、
子
ど
も
た
ち

の
実
態
な
ど
を
踏
ま
え
、
小
学
校
で
は
教

育
目
標
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

自
ら
学
び　

心
豊
か
で　

　

た
く
ま
し
く
生
き
る　

子
ど
も
の
育
成

　

〜
い
い
声
、
い
い
顔
、
い
い
心
〜

　

学
校
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
役
割

「
自
ら
学
び　

心
豊
か
で　
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広報そえだ（令和７年 10月号）　４

中山博紀 添田小学校校長
ＰＲＯＦＩＬＥ

平成11年赤池町立市場小学校教諭任命。
その後、添田小学校教諭、福岡県教育庁教
育振興部義務教育課などを経て、令和３年
添田小学校の教頭に就任。令和５年福岡教
育大学附属小倉小学校教頭の後、令和７年、
添田小学校初代校長に就任。
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地域の「にぎやか」づくりを行う団体や、住みたくなる町を一緒に作ってくれ
る団体を応援するため「みんなでまちづくり活動助成金」を交付しています。
助成活動対象は団体規模や会則の有無で２種類に分け、どなたでも交付を受け
やすくなっています。助成金を活用して、地域から「添田町」を一緒に盛り上
げましょう。

自然を学ぶ！スジエビ捕獲と天ぷらづくり

小さな活動 大きな活動

対象団体
 ▷18歳以上の構成員が５人以上
 ▷構成員全員が添田町在住

 ▷18歳以上の構成員が５人以上
 ▷構成員の過半数が添田町に在
 　住・通学・通勤
 ▷会則がある
 ▷拠点が町内にある

助成金交付額  上限５万円  上限20万円

助成金交付回数  １団体１回  １団体１回

申請に必要な書類
 ▷申請書　▷構成員名簿　
 ▷事業計画書　▷予算書

 ▷申請書　▷会則　▷会員名簿
 ▷事業計画書　▷予算書

　地域で交流する機会や場が減少して
いる中、「少しでも地域を元気にしたい」
とそんな思いを持つ有志が集まり伊原
地区で盆踊り大会が開催されました。
「楽しむ」をテーマに開催された大会は、
シャボン玉飛ばし、輪投げなどの催し
物も用意。伊原盆口説き同好会の軽快な口説きに合わ
せて子どもからお年寄りまで参加者が楽しく踊り、笑
顔の絶えない盆踊り大会となりました。

　児童を対象に町に生息するスジエビを捕まえ、天ぷらにして食べることで、自然に触れなが
ら食育を学ぶ活動が開催されました。参加した児童は添田公園不動池で上手に網を使いスジエ
ビを300匹ほど捕まえます。捕獲後はフォレストアドベンチャー・添田に移動し、自然のフシ
ギや普段の生活に絡めたワンヘルスについての話を聞き、栄養士指導の下、スジエビを天ぷら
にして食べました。小さくても旨みが溢れるスジエビに参加者は舌鼓を打っていました。

に ！援応をりくづいわぎ

！すまいてし動活なんこで金成助 ！

12月26日㈮
※予算の執行状況により期限前に
締め切ることがあります。

問 役場まちづくり課政策企画係（☎82-5965）

　町の皆さんの笑顔が増え、参加者がお互いを見守り、
助け合う関係を築くことを目的に「みんなの食堂」が
８月１日、オークホールで開催されました。大人から
子どもまで事前申込をした約100人が参加し、食進会
の協力でカレーがふるまわれました。主催した角﨑さ
んは「みんなの食堂が皆さんの
憩いの場となり、心と体の栄養
を補給し明日からの活力になっ
てくれれば」と話していました。

物を長く大事に使い、捨てずに活
かす取り組みです。まだ使える物
を手放さずに活用すれば、ごみの
量を減らすだけでなく、資源の節
約にもつながります。
▶壊れた物は修理して使いましょ
　う
▶子どもの服やおもちゃをお下が
　りに活用しましょう
▶使わなくなった衣服や家具、家
　電でまだ使えるものは、リサイ
　クルショップに持ち込みましょ
　う

「
も
っ
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い
な
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」
の
気
持
ち
が
大
切

暮
ら
し
の
中
で
実
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！
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ごみを出さないように工夫するこ
とは、資源を守り、環境への負担
を少なくする第一歩になります。
少しの心がけで、家庭から出るご
みの量をぐっと減らすことができ
ます。
▶買い物のときにマイバッグを持
　参し、レジ袋を減らしましょう
▶ペットボトルの飲み物を買う回
　数を減らし、マイボトルを使い
　ましょう
▶使い捨ての商品よりも、長く使
　える物を選びましょう
▶必要以上に食品を買わず、食べ
　きれる量を工夫しましょう

資源として再利用するリサイクル
は、分別して集めたごみを再び資
源に戻すことです。家庭で分別を
正しく行うことで、ごみは新しい
資源としてよみがえり、環境を守
る大きな力になります。
▶ペットボトルや空き缶を分別し
　て資源ごみに出しましょう
▶生ごみをたい肥化して家庭菜園
　に活用しましょう
◎資源ごみは指定袋に分けるとな
ぜリサイクルになるの？
▷資源ごみは指定袋で出されると、
さくら環境センターで選別処理し
た後、各資源物としてリサイクル
事業者に回収されるからです。
　資源ごみを燃えるごみ袋や燃え
ないごみ袋に入れて出したときは
資源物の分別ができないため、そ
のまま燃やされたり、細かく砕か
れたりして埋め立て処分され、リ
サイクルの対象となりません。

問 役場福祉環境課環境保全係（☎ 82-1232）

れれれれれれれれれ
。

助成金を活用して
「みんなでまちづくり」

児童を対

大きな活動

小さな活動 小さな活動

交流で笑顔がひろがる「みんなの食堂」 地域に元気を！伊原でにぎやか盆踊り

が
エ
シ

な口説きに合わ

◎助成対象活動

12月26日㈮

◎申請期限

▷講師の謝金と旅費　▷消耗品
費　▷スポーツ・ボランティア
保険代　▷公民館の
使用料　など

◎助成対象活動例

▷花いっぱい運動　▷地域のイ
ベント企画　▷地域についての
勉強会　▷農林業体験　など

▷講師の謝金と旅費 ▷

◎助成対象経費

推
で
す
。

ー
リ
サ

頭
文

で
す
。

も
行
っ

ト
ル
の
分
別

ク
ル
」
だ
け
で

す
に
は
十
分
で
は

球
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め

　ごみ処理場（さくら環境センター）の機械設備保守点検を
行うため、11月３日㈪から７日㈮までの間、燃えないごみ
（半透明のごみ袋）と粗大ごみ（黄色のシール）の収集を中止
します。期間中、対象のごみは、ごみ処理場への直接搬入
もできません。

ご迷惑をおかけします
11月３日㈪から７日㈮までの間
燃えないごみと粗大ごみの収集は中止します

くり返し使おう

ごみを減らそう

資源として活かそう

第に分ちたな

を出さないように工夫す

ごみを減らす
「リデュース」から始めよう

長く大事に使い 捨てず

として再利用するリサイ

大切に使う
「リユース」を心がけよう

資源を活かす
「リサイクル」に取り組もう 　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

←
で
確
認
く
だ
さ
い
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スマホを片手に楽しめ、添田町の特産品
など素敵な賞品が当たる抽選に応募できる「そえだ巡り
デジタルスタンプラリー」が開催中です。アプリのイン
ストール不要で参加できますので、気軽に参加ください。
▶スタンプラリースポット（町内25スポット）
▷中島家住宅　▷ＪＲ添田駅　▷ＢＲＴ彦山駅
　▷英彦山神宮　など

町内を散策して添田の魅力を再発見！

土
日

㊗祝

▶▶▶     会場　町内25か所

問 役場商工観光振興課商工観光振興係（☎82-1236）

踊りや歌、大正琴、三味線などを披露する芸能部門と、
華道や書道、絵画などの力作が並ぶ展示部門。熟練され
た皆さんの芸や作品に今年も目が離せません。特別ゲス
トにそえだまち観光大使の熊谷真実
さんも来場予定。テレビに、舞台に
活躍する熊谷さんの貴重なお話が聞
けるチャンスです。
▶熊谷真実さんトークショー
▷２日　13時頃（予定）

▶芸能発表の部（各日10時～16時）
　【１日】▷歌謡（カラオケ）　【２日】▷舞踊　▷三味線
　▷コーラス　▷体操　▷詩吟　▷バレエ　▷琴　など
▶展示発表の部（各日９時～16時）
▷下げもん　▷生け花　▷書道　▷水墨画　など

そえだまち観光大使熊谷真実さんも来場！
磨き抜かれた芸や作品に出会える２日間！

▶▶▶     会場　オークホール

問 オークホール（☎82-2559）

英彦山スロープカー20周年感謝祭として、会場を花駅
２階体育館に移しスケールを拡大しました。木のジャン
グルジムやからくり装置など、たくさんの木のおもちゃ
で、大人も子どもも力いっ
ぱい遊んでください。
▶開催時間 10時～16時
▶料金 入場無料／一部
　有料体験有

木のおもちゃキャラバン感謝祭2025

木のおもちゃが溢れる体育館！

▶▶▶     会場　英彦山スロープカー花駅２階

問 英彦山スロープカー電車運行部（☎85-0375）

今年は会場をオークホール横駐車場に戻し、開催され
るふる里まつり。町内の特産品や、姉妹町の北海道美深
町産のじゃがいもなどを販売。ステージ
での楽しいイベントも満載の２日間です。
▶開催時間
　【29日】９時30分～16時　【30日】９時30分～15時30分
※ステージイベントなどの詳細は決定次第、町ホームペー
ジでお知らせします。

▶▶▶     会場　オークホール横駐車場

問 役場商工観光振興課商工観光振興係（☎82-1236）

地域のつながりや賑わいづくりを目的とした取り組み
で、令和元年以来、６年ぶりに開催する津野収穫祭。会
場を旧津野小学校に移し、津野地域で収穫された米や野
菜、花きといった農産物
や、地域の皆さんによる
手作り品、飲食物などが
販売されます。
▶開催時間 10時～15時
※少雨決行。

津野地区収穫祭

皆さま、お待たせしました！！

▶▶▶     会場　旧津野小学校

問 津野地区小さな拠点づくり準備会事務局（☎82-5965）

土
日

！ ㊗まで祝

バ 感謝祭2025

！ 土～ 祝

そえだ巡りデジタルスタンプ
ラリー2025

参加方法など詳細はホーム
ページで確認ください　→

第49回添田町総合文化祭

令和７年度ふる里まつり

町の楽しい・美味しいが大集合！

９　広報そえだ（令和７年 10月号）

まちからのお知らせ＆情報

　暑かった夏も終わり、秋の気配が深まり行楽
日和となる10月になり今年もにぎやかな催し物
がたくさんの添田町。ここでは厳選した５つの
イベントを紹介します。

そえだ

　　　の
イベント

女 性ならではの感性や視点を活かし、
町政に多様な意見を反映させるため

に「女性活躍推進バンク」の登録者を募集
しています。登録すると、町の審議会などの委員候
補として活動するチャンスが広がります。あなたが
持っている「経験」や「知識」などをお貸しください。
◉対象　高校生を除く町内在住・在勤の18歳以上の
女性で、町政　に関心があり、町の審議会などの委
員として活動　する意欲のある人
※自薦・他薦は問いません。
◉活動分野 まちづくり、子育て、防災、福祉など
◉申込方法 役場総務課男女共同参
　画推進係で配布している申込書に
　必要事項を記入し、提出してくだ
　さい。申請書は町ホームページか
　らもダウンロードできます。

現在16人が登録中

添田町女性活躍推進バンク
登録者募集中です

現在活躍中の女性を紹介します

丸本 奈美さん

↑ホームページは
   こちらから

令和８年度補助金活用希望調査

町内で創業などを考えている人
相談ください

町 内で新たに創業・事業継承・第二創業を含
めた新事業展開を行う事業者に、創業など

に係る費用の一部を補助する添田町創業等支援事
業補助金。毎年、複数の事業者がこの補助金を活
用して創業などを行っています。来年度も多くの
事業者が補助金を活用できるよう令和８年度補助
金申請の希望調査を行います。
◉受付締切日
　令和７年11月21日㈮
◉対象となる創業の種類
▶創業　町内で事業を営
　んでいない個人または
　法人が、町内で新たに
　事業を開始すること
▶事業継承　すでに町内
　で事業を営んでいる個
　人の後継者が先代から事業を引き継ぐこと
▶第二創業　すでに町内で事業を営んでいる個人
　または法人の後継者が先代から事業を引き継い
　だうえで業態転換や新事業・新分野に進出する
　こと
▶新事業展開　事業を営んでいる個人または法人
　が、新事業・新分野への進出し、事業の拡大や
　新たな雇用を創出すること
◉補助額
▶町内に居住している人、町外から町内へ移住し
　て町内で創業等を行う人
▷補助率：対象経費の１／２　
▷上限額：飲食業・小売業・宿泊業・生活関連

　サービス業など100万円、その他の業種50万円
▶町外に居住し、町内で創業等を行う人
▷補助額：対象経費の１／２
▷上限額：一律30万円

※補助要件には町内事業所を設置または設置する
ことが確実である人、創業から５年以上継続して
町内で営業し、かつ添田町商工会の会員になる人、
町税などに滞納がないことなど複数
の要件があります。対象要件など詳
しくは問い合わせ、または町ホーム
ページで確認ください。
問 添田町商工会（☎82-0244）
　 役場商工観光振興課商工観光振興係
　 （☎82-1236）

↑ホームページは
   こちらから

「これってＤＶ？～ＤＶの現状と予防策～」
　ＤＶは配偶者や交際相手など親密な関係で起
こるため本人や周囲も気づきにくい特徴があり
ます。ＤＶの予防には当事者だけではなく周り
の人の意識を高めることが必要です。ＤＶの現
状を知り、身近な人をＤＶから守る方法を学び
ませんか。
◉とき 11月８日㈯ 13時30分～15時30分
◉ところ オークホール研修室
◉講師 山崎あづささん（弁護士法人女性協同
　法律事務所）
◉定員 先着20人／要電話申込
◉申込期限 10月24日㈮

問 役場総務課男女共同参画推進係（☎82-1231）

男女共同参画推進セミナー

ンク



広報そえだ（令和７年 10月号）　1011　広報そえだ（令和７年 10月号）

まちからのお知らせ＆情報

骨 髄バンクとは、白血病をはじめとする血液
疾患のため「骨髄移植」などの造血幹細胞

移植が必要な患者さんと、提供するドナーをつな
ぐ公的事業です。ドナーが見つかる確率は他人の
場合、数百～数万分の1で移植を希望するすべて
の患者さんがチャンスを得るためには、１人でも
多くの人のドナー登録が必要です。ドナー登録は、
2mLの採血で完了します。
◉あなたの登録を待っています
　日本では毎年新たに約1万人の
人が、白血病などの血液疾患を発
症しています。そのうち骨髄バンクを介する移植
を必要とする患者さんは、毎年約2,000人近くい
ます。骨髄バンクに登録している国内の患者のう
ち、実際に移植を受けることができる人は1,200
人程度で、希望する人の約半数です。
※詳しくは公益財団法人日本骨髄バン
クのホームページを確認ください。
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
　 （☎31-5001）

骨髄バンクの登録に
ご協力をお願いします

毎 年、秋から冬にかけてインフルエンザが流
行します。高熱や関節の痛みなどを伴い、

人によっては重症化する場合もあります。町では
流行を防ぐため、子どもへのインフルエンザ予防
接種の費用を全額助成します。
◉対象者
　接種日に添田町に住民票が
　ある、生後６か月～18歳に
　達する日以後の最初の３月
　31日までの人
◉接種回数
　▷生後６か月～13歳未満／２回
　▷13歳～18歳に達する日以後の最初の３月31日
　　まで／１回
◉助成対象となる接種期間
令和７年10 月１日㈬～令和８年３月31日㈫
◉医療機関に持参するもの
　▷健康保険資格確認書
　▷母子手帳やマイナンバーカードなど接種者の
　　現住所がわかるもの
◉医療機関での費用
▶田川医師会に登録のある医療機関
　無料で接種できます
▶田川医師会に未登録の医療機関
　一度接種費用が全額自己負担となります。後日、
役場に申請すると払い戻しを受けられます
※13歳未満で２回接種する場合は、２回目の接種
後に申請してください。
※医療機関によって窓口での支払いの有無が異な
ります。予約時に確認してください。
田川医師会に登録している医療機関
は、田川医師会のホームページでも
確認できます。
◉払い戻しの申請について
▶必要なもの
　▷医療機関が発行する領収書　▷申請者のマイ
　ナンバーカードや運転免許証などの顔写真付き
　の身分証明書　▷印鑑　▷通帳など振込先の口
　座番号がわかるもの
▶申請期限
令和８年３月 31日㈫
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
 　（☎31-5001）

10月から始まります

子どものインフルエンザ
予防接種費用を助成します

あなたにしか救えない命があります

臓 器移植とは、病気や事故によって臓器が機
能しなくなった場合に他者の健康な臓器を

移植して、機能を回復させる医療のことです。健
康な家族からの肺・肝臓・腎臓などの部分提供に
よる生体移植と、亡くなられた人からの臓器提供
による移植があります。臓器提供への意思は、臓
器提供意思表示カードや運転免許証、健康保険証、
マイナンバーカードの意思表示欄への記載で示す
ことができます。家族や大切な人と「移植」のこ
と「いのち」のことを日頃からよく
話し合い、臓器提供について自分の
意思を示すことが大切です。
問 公益社団法人日本臓器移植ネッ
　 トワーク（☎03-5446-8800）
　 公益財団法人福岡県メディカル
 　センター（☎092-471-8599）

あなたの意志で
救える命があります

いのちへの優しさと思いやり

「いつか」を「いま」に。
いま、里親になろう！

何 らかの事情で親と離
れて暮らす子どもた

ちが、福岡県には1,800人
います。そうした子どもを
自分の家庭に受け入れて、
さまざまなサポートを受け
ながら養育するのが「里親
制度」です。子どもが成長する過程において、特
定の信頼できる大人との間での愛着形成がとても
重要です。より多くの子どもたちが家庭と同じよ
うな環境で生活することができる里親や、ファミ
リーホームにおける養育を推進しています。
◉里親制度には４つの種類があります
▷養育里親…何らかの事情により保護者の家庭で
　育てることができなくなった子どもを養育する
　里親
▷専門里親…専門的な知識や技術を取得し、虐待
　などにより心身に影響を受けた子どもや障がい
　のある子どもを養育する里親
▷養子縁組里親…養子縁組によって養親になるこ
　とを希望する里親
▷親族里親…両親が死亡、行方不明、疾病による
　入院になるなどのやむを得ない事情がある場合
　に、子どもの扶養義務者およびその配偶者が子
　どもを養育する里親
◉里親になるための５つの条件
①心身ともに健康である　②児童養育に対する
　理解と愛情を持っている　③経済的に困窮して
　いない　④欠格事項に該当しない　⑤国で定め
　た研修を受講する
◉里親になるまでの流れ
①相談→②研修→③申請→④調査→⑤審議会→
　⑥認定・登録
◉養育に必要な費用が支給されます
子どもを育てるために必要な生活費、教育費、　
　医療費などが支給されます。また、養育里親と
　専門里親には里親手当ても支給されます。
※里親について、関心や質問のある人は問い合わ
せください。
問 【福岡県里親養育包括支援業務受託】
 　社会福祉法人嘉穂郡社会福祉協会里親支援セン
　 ターそわか（☎0948-42-1052）
　 福岡県田川児童相談所（☎42-0499）

10月は里親月間です クアハウスで体も心も健康に

「プールでゆっくりゆったり
体操教室・秋」を開催します

ク アハウスでは足腰に不安のある人や運動不
足に悩んでいる人などを対象に、プールで

の体操教室を開催します。肩こりや食欲不振、不
眠などにも効果が期待できます。ゆっくりと会話
を楽しみながらプール内を歩き、運動不足を解消
するとともに体と心をリラックスさせて健康を目
指しませんか。皆さんの参加をお待ちしています。
◉開催日
10月22日㈬、10月23日㈭、10月24日㈮、
10月29日㈬、10月30日㈭、10月31日㈮、
11月５日㈬、11月６日㈭、11月７日㈮
※１日のみの参加も可能です。
◉開催時間
13時30分～14時30分

◉教室の内容
　▷足の指じゃんけん・つ
　ま先立ち・足上げ・振り
　子などの基本ストレッチ　▷水中歩行　など
◉必要なもの
　水着、スイミングキャップ
※スイミングキャップのレンタルは1回50円です。
◉参加費
　無料
※ただし入場料（一般260円、70歳以上・障害者
手帳をお持ちの人は160円）が必要です。
◉申込方法
　申込書に必要事項を記入し、クアハウスの窓口
　に提出
※申込書はクアハウスのほか、役場福祉環境課に
も備えています。
◉交通手段のない人にも対応します
　町内在住の希望者に、送迎サービスを行います。
　申込書を提出するときに、申し出ください
問 クアハウスハピネス（☎82-5061）
　 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）

す。

↑田川医師会の
　ホームページ
　はこちらから

ためには、１人でも
です。ドナー登録は、

す
人の
を発



身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。
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敬老の日に感謝を込めて英彦山がらがらを

　敬老の日に65
歳以上の人に感
謝を込めて英彦
山がらがらをプ
レゼントしてい
る英彦山スロー
プカー。糸田町
から娘さん家族
と訪れた長谷川
さん夫婦は「娘
に誘われて数年ぶりに英彦山に来ました。涼しさにビッ
クリですね。がらがらは２個いただけましたので私と娘
の家の玄関に飾ります」と笑顔で話してくれました。

災害・気象に関する見識を深める

　防災の日（９月１日）を前に災害救助や気象
情報に関する見識を深めるため、８月31日、
オークホールで町消防団員を対象に講演会が
開かれました。最初に田川地区消防署立花慶
朗中隊長による救助活動時の緊迫した体験談
の紹介があり、夜間の土砂災害現場などでは
周囲の安全確保が困難で二次災害の危険性が
高く「目、耳、鼻など五感を常に働かせ危険
を察知してほしい」と訴えました。福岡管区
気象台の草場渡気象防災情報調整官からは８
月の集中豪雨で防災情報が刻々と変化した際
の状況解説や、洪水・土砂災害の危険度を示す
「キキクル」の活用方法などが伝えられました。

感謝と笑顔あふれる100歳のお祝い

　９月18日、今年度町で100歳を迎える10人
のうち、サングリーンそえだに入所する内野
美代子さん、梶原キミ子さん、添寿園に入所
する平元ハルヱさんを寺西町長が訪問して長
寿のお祝いをしました。最初に町長から「100
歳おめでとうございます。いつまでも元気で
いてください」と声をかけられ、お祝い状と
記念品を手渡された内野さんは「ありがとう
ございます。皆さんに感謝、感謝です」と涙
ぐみながら答えました。梶原さんは「じっと
しているのが嫌いで、大きな病気もしたこと
がありません。食べることが大好きで、お菓
子も大好きです」と笑顔で話してくれました。

↑100歳を迎えた梶原さん㊧と、祝い状を息子さんと一緒に受け取る内野さん㊥、寺西町長㊨

↑参加した87人の消防団員を前に、８月豪雨での線状降水帯の発生状況を解説する草場調整官

ハワイでの出会いと体験を糧に自己決定ができる大人へ

　８月１日から１週間、ハワイで研修を行った中学生８人が９月22日、
オークホールで研修報告を行いました。研修後に３つのグループに分
かれ、町の課題・問題点を見つけるため町内を歩き、調べ、ハワイでの経
験を基に解決策を見出した８人は「研修で成長した自分」を個人発表し、
「町をより良くするために」考えたことをグループ発表しました。添田
中３年の中村さんは「ハワイに行くまでは挑戦といえば大きな事柄に
対してと考えていたが現地で英語で話しかけるなど小さな挑戦の積み
重ねが大切だと感じた」と話し、添田中３年の眞木元さん、堺さん、育徳
館中２年の久保田さんのグループは「添田町には年間20万人の登山客
が訪れるが、観光客になっておらず、町にお金が落ちていない」と指摘。
「ハワイは倉庫など各所に絵が描かれ観光地化している。登山客を観光
客にするためには英彦山でしか味わえない雰囲気や、食べることがで
きない料理をつくり、日帰り温泉の宣伝強化などが必要」と訴えました。

↑町の魅力ＵＰのため星空観察体験会の開催も提案した堺さん、久保田さん、眞木元さん

↓「現地で日本語が使えないストレスに逃げずに立ち向かった」と話す中村さん

英彦山中腹で添田町をＰＲ

　９月15日から21日までの１週間、九州朝日
放送（ＫＢＣ）のテレビとラジオで添田町の魅
力を紹介する「ふるさとＷｉｓｈ」が放送され
ました。テレビでは秀島商店のバナナようか
んが紹介され、「ひこさんホテル和」からはお
天気中継などが放送されました。ラジオでは
ＫＢＣラジオ「ＰＡＯ～Ｎ」の中で英彦山地
区にある篠崎川魚店からタレントの徳永玲子
さんによる「玲子の踊る弥

いやさか

栄中継！」が行わ
れました。ラジオには寺西町長や篠崎さん夫
婦も出演。中継で徳永さんは焼きたてのヤマ
メの塩焼きに舌鼓を打ちながら、町で行われ
る秋のイベントをアピールしました。

↑篠崎さん夫婦（手前）が英彦山の冷たく、きれいな水で養殖したヤマメに「美味しい～」と徳永さん（右奥）

↑15日は93人の65歳以上の人がスロープカーに乗車しました

人生プランに合ったベストな働き方を考える

↑法改正により今後変わる「壁」の解説もありました

　ハローワーク
田川の就職支援
ナビゲーターを
講師に８月27日、
オークホールで
「仕事探し応援講
座」が開かれま
した。配偶者の
扶養から外れる
「年収の壁」とは
何か、年収の壁を超えるとどうなるのか、ハローワーク
の活用方法などを聞いた参加者の皆さん。働いていく上
でのポイントや今後の働き方を考える機会となりました。

焼き立て最高！手作りの楽しさ学ぶ

　オークホール
で９月17日、大
人気の公民館講
座「大人のパン
作り教室」が開
かれました。参
加者は、生地作
りから成型まで
一連の流れを体
験。温度と湿度
の大切さなど豆知識も教わりながらスポンジバンズやハ
ムロールパンなど４種類のパンを作りました。パンの良
い香りに包まれ、終始笑顔あふれる時間となりました。

ＢＲＴ沿線地域の特産品が大集合

↑新米や栗・梨など秋ならではの品々も大人気でした

　９月15日、Ｂ
ＲＴひこぼしラ
イン開業２周年
を記念して、Ｊ
Ｒ小倉駅で添田
町・東峰村・日
田市・ＪＲ九州
によるＰＲイベ
ントが開かれま
した。添田町か
らは新米をはじめ果物や野菜、ゆずいなり、鹿肉のロー
スト、手作りこんにゃくなどを販売。沿線地域ならでは
の逸品を求めに会場がたくさんの人でにぎわいました。

↑発酵させた生地にあんこを丁寧に包んでいく参加者

問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）



↑優勝旗を掲げる添田フリーズのみなさん

強豪揃いの大会で優勝！

　６月22日から７月19日にかけ、田川地域の13
の少年野球チームが参加して行われた田川軟式
野球連盟田川連盟旗で添田フリーズが優勝しま
した。４人の６年生がチームを引っ張る添田フ
リーズは、金田球場（福智町）で行われた決勝で、
方城ヤンキース（福智町）を５対３で破り見事優
勝。キャプテンの藤本勇士さん（６年）は、「前代
の６年生が引退した後、メンバーが４年生以下
で４人という少ない人数で活動してきました。
そして今年、自分たちが６年生になり、メンバー
も16人に増え大会で何とか勝てるチームになっ
てきました。今回、自分たちの代になって初めて
優勝という結果を残すことができ、最高に嬉し
い気持ちでいっぱいです。監督、コーチ、日々支
えてくれているお父さん、お母
さんに感謝の気持ちを忘れず
に、これからもいい結果が残せ
るように精進します」と笑顔で
話していました。
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２（
１
８
４
５
）年
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
社
殿
は
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
英
彦
山
神
宮
が

悪
く
な
っ
た
部
分
を
新
し
い
部
材
へ

取
り
替
え
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
過
程
で
、
柱
や
床
板
、
屋
根
裏

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
部
材
の
現
状

を
確
認
す
る
た
め
解
体
を
行
い
、
ほ

ぼ
骨
組
み
だ
け
の
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
も
柱

や
壁
板
な
ど
に
墨
書
き
が
い
く
つ
か

確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に

縁
側
の
床
を
支
え
る
部
材
に
も
墨
書

き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
多
く
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初

年
頃
に
上
宮
へ
参
詣
し
た
人
々
が
、

そ
の
記
念
と
し
て
自
分
の
住
所
と
名

前
、
参
詣
日
を
書
い
た
も
の
で
し
た
。

明
治
時
代
の
資
料
に
よ
る
と
、

九
州
に
住
む
約
４
分
の
１
の

家
に
英
彦
山
の
お
札
が
配
布
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
、
上
宮
社
殿
の
墨
書
き

に
は
「
久
留
米
」「
天
草
」な
ど
、
九

州
各
県
の
地
名
が
見
ら
れ
、
英
彦
山

信
仰
が
九
州
一
円
に
広
が
っ
て
い
た

保
存
修
理
で
見
え
た

英
彦
山
信
仰
の
広
が
り

↑今回の保存修理によって発見された明治時
　代の墨書き

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）
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◉
11
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

10
月
10
日
㈮
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

投
稿
】

ぬ
か
づ
き
て
ひ
た
に
祈
り
つ
あ
か
と
き
の

　
　
　
　

窓
を
叩
き
て
雨
ふ
り
止
ま
ず　

独
活
山
強
実

虫
の
声
夜
の
帷

と
ば
り

に
耳
澄
ま
し

　
　
　
　
　

擦
り
寄
る
猫
に
鈴
虫
教
ゆ　

櫻
木
マ
サ
子

彼
岸
花
並
ぶ
畦
道
ま
だ
夏
を

　
　
　

引
き
ず
り
つ
つ
も
吹
く
秋
の
風　

佐
藤　
　

直

電
気
切
る
ぞ
の
会
社
扇
風
機
も
使
へ
ず

　

政
治
よ
い
つ
の
日
貧
し
き
を
救
う
や　

柳
瀬　

一
徳

風
白
く
赤
く
燃
え
立
つ
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　

一
輪
と
て
も
近
づ
き
難
し　

西
村　

宗
雪

ア
ブ
ラ
蝉
そ
の
鳴
き
聞
か
ず
亡な

き
が
ら骸

か

　
　
　
　

暑
さ
を
残
し
夏
は
過
ぎ
ゆ
く　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

ス
ロ
ー
プ
カ
ー
ラ
ベ
ン
ダ
香
る
花
公
園　

伊
勢
村　

稔

大
空
の
一
面
に
開
く
花
火
か
な　
　
　
　

寺
本　

芳
寛

そ
ろ
そ
ろ
に
白は

く
ろ露

の
ほ
し
や
百
日
紅　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

人
口
減
負
け
て
た
ま
る
か
前
向
き
に　
　

原
田
祥
二
郎

そ
の
ま
ま
の
姿
の
宿
坊
財
蔵
坊　
　
　
　

原
田　

順
子
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HAPPY
BIRTHDAY

1 歳の誕生日おめでとう！いつ
も面白くてびっくり暁天！これ
からもみんなを笑顔にするアイ
ドルでいてね♡

新野 暁
ぎょうてん

天 ちゃん 
10月10日生 ❶・添田西

三根 悠
はるき

暉 ちゃん 
10月29日生 ❶・添田中

はるくんお誕生日おめでとう♡こ
れからもニコニコ笑顔で元気に沢
山遊ぼうね♡

★ 　▷23日
★
　▷７日／講演会「０歳から始める性教育」
　▷14日／虹の会読み聞かせ（給食）▷21日／親子リ
　トミック（給食）▷28日／ペッタンアート（給食）
★
▷３日／田川地区消防本部添田分署見学　▷10日／

　虹の会読み聞かせ ▷17日／親子健康教室・おっぱ　
　い相談　▷24日／新聞紙遊び　▷31日／ハロウィン
★
▷８日　▷22日／虹の会読み聞かせ

★
　▷９日

▷６日／りんご狩り（予定）
　▷12日／おんぶに抱っこマルシェ
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

★★

子リ

）

こっちゃんお誕生日おめでとう !!
おしゃべりも上手になってきた
ね♡大好きだよ♡

中富 心
こはく

珀 ちゃん 
10月30日生 ❷・野田

中富 心
みみ

美 ちゃん 
10月30日生 ❹・野田

プリンセス心美お誕生日おめで
とう♡これからも可愛いプリン
セスでいてね♡

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信ください
　　　　　 koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）
送信先

11月生まれの締め切りは、
10月10日金です。

　

現
在
保
存
修
理
を
行
っ
て
い
る
英
彦
山
神
宮
上
宮
。
保
存
修
理

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
英
彦
山
が
広
い
地
域
で
信
仰
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
は
、
保
存
修

理
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
英
彦
山
信
仰
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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た
め
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す
。

▼
巡
拝
日
程　

令
和
８
年
１
月
15
日

　

㈭
〜
16
日
㈮

▼
追
悼
式　

令
和
８
年
１
月
15
日
㈭

14
時
〜
15
時
／
沖
縄
県
糸
満
市「
福

　

岡
の
慰
霊
の
塔
」

▼
対
象
者　

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖

　

縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の
戦
没

　

者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

　

族
（
子
・
孫
・
ひ
孫
・
甥
・
姪
・

　

姪
孫
な
ど
）
で
県
内
に
居
住
し
て

　

い
る
人

▼
募
集
人
数

20
人

▼
申
込
締
切

12
月
５
日
㈮
必
着

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族
連
合

会
（
☎
092
―
761
―
０
０
１
２
）

役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

【
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
11
月
29
日
㈯
〜
12
月
２
日
㈫

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切

11
月
21
日
㈮

【
第
４
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
11
月
29
日
㈯
〜
12
月
２
日
㈫

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日　

▽
口
述

　

試
験
・
身
体
検
査
／
12
月
13
日
㈯

　

〜
15
日
㈪
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切

11
月
21
日
㈮

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

12
月
２
日
㈫
〜
令
和

　

８
年
５
月
29
日
㈮

▼
訓
練
科
名　

も
の

　

づ
く
り
溶
接
科
／

　

定
員
15
人

▼
対
象
者

公
共
職

　

業
安
定
所
（
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
）
に
求

　

職
を
申
し
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
申
し
込
み

▼
募
集
期
限

11
月
６
日
㈭

▼
入
所
選
考

11
月
12
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

◉
施
設
見
学
会
・
説
明
会

▼
と
き

10
月
14
日
㈫
、
11
月
４
日

　

㈫　

い
ず
れ
も
13
時
か
ら
２
時
間

　

程
度
／
予
約
不
要

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
８
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生
（
４
月
入
校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日

11
月
18
日
㈫
／
筆
記
お

　

よ
び
面
接

▼
募
集
期
間

10
月
９
日
㈭
〜
11
月

10
日
㈪

▼
募
集
科　

▽
田
川

　

校
＝
電
気
工
事
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、

　

木
工
家
具
科
、
エ

　

ク
ス
テ
リ
ア
左
官

　

科
、
O
A
事
務
科

　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
機
械
加
工
エ
ン

　

ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン

　

塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
て
い
る
「
訓
練
生
募
集
要
項
」

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w.fukuoka-kunren.

ac.jp

）で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖

縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身

の
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者

の
人
々
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

▼
と
き

12
月
５
日
㈮
13
時
45
分

▼
対
象
者

▽
幼
稚
部
＝
令
和
２
年

　

４
月
２
日
〜
令
和
５
年
４
月
１
日

　

に
生
ま
れ
た
幼
児　

▽
高
等
部
専

　

攻
科
理
療
科
＝
特
別
支
援
学
校
高

　

等
部
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
人
か
、
令
和
８
年

　

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た

　

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
た
人

▼
志
願
資
格　

両
眼
の
視
力
が
概
ね

0.3
未
満
の
人
、
ま
た
は
視
力
以
外

　

の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
も
の

　

の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に

　

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な

　

ど
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能

Information くらしに役立つ情報満載
自
衛
官
等
採
用
試
験

　

ま
た
は
著
し
く

　

困
難
な
程
度
の

　

人
で
、
原
則
保

　

護
者
と
と
も
に

　

県
内
に
在
住
し

　

て
い
る
人

問
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校
（
☎
093
―
651
―
５
４
１
９
）

▼
と
き

10
月
17
日
㈮
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
児
・
専
攻
科
生「
募
集
説
明
会
」

社会保険以外の期間は
国民年金への加入が必要です

外国籍の従業員がいる事業主の皆さんへ

　外国籍の人が日本に入国して、社会保険
（厚生年金保険など）に加入する場合「入国
から社会保険加入までの期間」や「離職に
より社会保険の資格を喪失した後の期間」
は、法律によって国民年金の加入者となり、
保険料を納付する義務があります。保険料
を未納のままにすると、障害年金の給付や
在留資格（特定技能）の変更・更新申請、
永住許可申請の審査に影響が出る場合があ
ります。外国籍の従業員がいる事業主の皆
さんは、保険料納付や免除申請などの手続
きが必要なことを案内してください。

▶入国

▷入社

▶退社

▷入社

　入国の初年度など、日本国内で前年に所
得がないときは、申請により全額免除が認
められます。また、離職して社会保険の資
格を喪失したときは、失業特例免除制度に
より免除が認められる場合があります。
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）
　 直方年金事務所（☎0949-22-0891）

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練

施
設
内
訓
練
生
募
集

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。
も
め
な
い
相
続
と

安
心
の
老
後
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、
公
正
証
書
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き

10
月
５
日
㈰
９
時
〜
15
時

　

／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

田
川
公
証
役
場（
田
川
市
）

▼
相
談
内
容　

相
続
や
遺
言
、
任
意

　

後
見
、
養
育
費
、
各
種
契
約
な
ど

問
田
川
公
証
役
場

（
☎
44
―
４
１
３
０
）

　

秋
の
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ

せ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
す
る
賃
貸
住

宅
の
敷
金
、
原
状
回

復
費
用
に
関
す
る
相

談
に
司
法
書
士
が
無

料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

10
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮
の

　

平
日
16
時
〜
18
時

▼
相
談
方
法　

電
話
（
☎
092
ー
714̶

　

０
６
１
６
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

相
談
員
が
本
人
と
そ
の
家
族
の
困

り
ご
と
の
解
決
に
向
け
、
必
要
な
支

援
・
手
続
き
に
繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
生
活
全
般
、
子
育

て
や
家
族
の
悩
み
が
あ
る
人
は
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

敷
金
・
原
状
回
復
費
用
に

関
す
る
無
料
電
話
相
談
会

▼
と
き

10
月
16
日
㈭
10
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事

　

前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
３
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

労
使
交
渉
が
進
展
し
な
い
、
使
用

者
か
ら
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
な
ど

労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
労
働
問
題

解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
の
申
請
、

不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
は
、
福

岡
労
働
委
員
会
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整

課
（
☎
092
ー
643
―
３
９
８
０
）

公
共
職
業
訓
練
生（
12
月
生
）を

募
集
し
ま
す

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

無
料
巡
回
相
談
会

歯科健診を受診しましょう

後期高齢者医療制度に加入の皆さん

　後期高齢者医療広域連合
では、口腔機能低下や肺炎
等の疾病を予防するため、
歯科健診を実施しています。
今年度の受診期限は令和７
年12月です。まだ受診して
いない人は早めに受診しましょう。対象
者には5月下旬に受診券を発送していま
す。受診券が見当たらない人は、問い合
わせください。
▶受診対象者　長期入院および一部施設
　入所者を除く、今年度76歳～80歳にな
　る昭和20年４月１日～昭和25年３月31
　日生まれの人
▶受診期限 令和７年12月まで
※歯科医院の休診日を除きます。
▶受診方法　歯科健診を実施している歯
　科医院に予約し受診
※実施歯科医院の一覧は、受診券に同封
しています。
▶受診時に持っていくもの　▷受診券　
　▷マイナ保険証または資格確認書　▷
　自己負担金300円
問 福岡県後期高齢者医療広域連合お問い
　 合わせセンター（☎092-651-3111）

新しい医療証を
郵送しています

重度障がい医療証をお持ちの皆さん

　　　　　重度障がい者医療証を持って
　　　　　いて、所得情報などの受給条
　　　　　件が確認できた人に、10月か
　　　　　ら使用できる医療証を郵送し
　　　　　ています。まだ医療証が届い
ていない場合は、役場住民課保険年金係
に問い合わせください。受給資格の確認
にあたり所得情報が確認できない人には、
所得の申告手続きをお願いすることがあ
ります。
※有効期限が令和８年９月30日より前の
場合は、有効期限までに障害者手帳およ
び医療証の更新手続きが必要です。
問 役場住民課保険年金係 （☎82-5966）

国民年金への
加入が必要な期間

国民年金への
加入が必要な期間

厚生年金保険
などの期間

厚生年金保険
などの期間

※国民年金保険料
の納付または免除
申請が必要です

没
者

無
料
法
律
出
張
相
談
会

回相無

労
働
組
合
と
使
用
者
の
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

。

田
川
公
証
役
場
無
料
相
談
所

　　　

郵

　　
ていない場
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Information

▼
と
き

10
月
26
日
㈰
11
時
開
演
／

10
時
30
分
開
場

▼
と
こ
ろ

S
p
a
c
e

F
o
r

Y
o
u　

Ⅱ
―

Ⅴ
―

Ⅰ
（
カ
フ
ェ

　

ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）

▼
定
員　

先
着
100
人
／
入
場
無
料

問
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
事
業

実
行
委
員
会

（
☎
092̶

643
―
３
１
８
０
）

　

県
内
各
町
村
自
慢
の
特
産
品
・
グ

ル
メ
・
加
工
品
が
大
集
合
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
伝
統
芸
能
な
ど
も
披
露
さ
れ

ま
す
。
添
田
町
か
ら
は
道
の
駅
歓
遊

舎
ひ
こ
さ
ん
や
つ
の
た
ま
が
出
展
予

　
「
知
ろ
う
・
聞
こ
う
！
身
近
な
防
犯
・

防
災
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の
社
会

福
祉
法
人
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
の
取
り

組
み
展
示
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。
パ
ト
カ
ー

の
試
乗
・
撮
影
、
救

命
講
習
な
ど
も
体
験

で
き
ま
す
。
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
も
あ

定
で
す
。
町
村
の
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
18
日
㈯
10
時
30
分
〜

16
時
30
分
、
10
月
19
日
㈰
11
時
〜

16
時

▼
と
こ
ろ　

県
営
天
神
中
央
公
園

※
添
田
町
は
18
日
の
み
の
出
展
で
す
。

問
福
岡
県
町
村
会

（
☎
092̶

651
―
１
１
２
１
）

　

求
職
者
と
企
業
な
ど
と
の
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
合
同
会
社

説
明
会
と
仕
事
探
し
に
役
立
つ
セ
ミ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
８
日
㈯
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
体
育
館

問
添
田
町
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益

活
動
連
絡
会（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

福
岡
県
で
は
日
田

彦
山
線
沿
線
地
域
で

地
域
活
性
化
や
関
係

人
口
・
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
A

Ｉ
Ｒ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
西
本
幸

弘
さ
ん
と
仲
間
た
ち
に
よ
る
、
バ
イ

オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ピ
ア
ノ
の
ト

リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

くらしに役立つ情報満載

第
４
回
福
祉
ま
つ
り

◉図書館で楽しむ音楽会

女
性
の
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会

＆
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

農業委員会報告

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
10月７日㈫、10月21日㈫、11月４日㈫

●補聴器相談（役場ロビー）
10月10日㈮（15時～）、10月21日㈫（13時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
10月14日㈫、11月11日㈫

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
10月14日㈫（10時～）、10月23日㈭（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口 8,142 人（ー９人）
●男　性 3,851 人（ー10人）
●女　性 4,291 人（＋１人）
●世帯数 4,330世帯（ー３世帯）

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

●出生　２ 人
●死亡 14 人
●転入 18 人
●転出 15 人

警察署からのお知らせ
●10月11日～20日は全国地域安全運動期間です
　全国地域安全運動とは、防犯協会などの機関や
団体と警察が連携を強化し、地域安全運動の浸透
と定着を図る活動です。犯罪のない安全で安心し
て暮らせる地域社会を目指して地域で防犯活動に
取り組みましょう。
≪ニセ電話詐欺～国際電話を悪用しています～≫
　固定電話であれば、国際電話不取扱受付センター
に申し込むと無料で国際電話番号の着信を拒否す
ることができます。希望する人は田川警察署に問
い合わせください。
≪ SNS型投資・ロマンス詐欺～犯人の連絡方法は
LINEが９割です～≫
　SNSやインターネット上の投資話には注意し、
面識のない人からお金の話が出たら詐欺を疑いま
しょう。また恋愛や結婚を匂わされても最終的に
お金の話が出たら詐欺を疑いましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

７月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ９（ー４） 86
　人身事故 ４（＋３） 12
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ６（＋５） 16

納期限のお知らせ
●10月31日㈮が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
※口座振替は10月27日㈪です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

【
９
月
10
日
㈬
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
１
件
／
面
積
３
５
０
３
㎡
を
許
可

※
11
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め

切
り
は
、
10
月
24
日
㈮
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

保育士さんと社会福祉士さんが奏でる
癒しのハープとギターの演奏会
　ヒーリングハープとギターによるやさしい音色でリラックスでき
る癒しの音楽をお届けします。

◉とき 10月19日㈰ 14時開演
　　　　　　　　　　　　13時30分開場
◉ところ 添田町立図書館
◉定員 先着70人／入場無料
※事前に申し込みが必要です。
問 添田町立図書館（☎82-4800）

A
I
R
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　　　田川市立病院「みんなの健康講座」
　　　田川市立病院では毎月１回、地域の皆さん
を対象とした健康講座を行っています。
▶とき　11時～12時
▶ところ　田川市立病院講堂
▶内容　▷10月７日㈫＝緩和ケ
　アって何だろう？　▷11月５
　日㈬＝腎臓を守ろう～慢性腎臓病と生活習慣～
問 田川市立病院（☎44-2100）

　　　第２回病院まつり
　　　～知って、学んで、体験しよう！～
▶とき 10月19日㈰ 10時～15時
▶ところ　田川市立病院
▶内容　▷健康講座　▷演奏会　▷内視
　鏡操作体験・血管年齢測定などの体験・
　検査　▷病院見学ツアー　▷消防車や
　DMATカーなどの緊急車両展示　など
問 田川市立病院（☎44-2100）

　　　第29回上野焼秋の窯開き
　　　参加 元が、工夫を凝らした新作や創作の
品々を窯出しする貴重な機会です。限定
の催しやスタンプラリーも開催します。
ぜひお越しください。
▶とき 10月24日㈮～26日㈰
▶ところ　上野の里ふれあい交流会館
問 上野焼協同組合（☎28-5864）

パノラマ田川

田川のイベント情報

　 　
　 　
福智町

田川市

　 　
　　
田川市

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
履
歴
書
は
不

要
で
服
装
も
自
由
で
す
。
地
元
求
人

企
業
の
「
あ
ん
な
こ
と
」
や
「
こ
ん

な
こ
と
」
を
聞
く
、
知
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
16
日
㈭
12
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ

　

モ
ン

▼
内
容　

▽
合
同
会
社
説
明
会
（
約

20
社
出
展
予
定
）
▽
就
職
支
援
セ

　

ミ
ナ
ー
（
①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ

　

ナ
ー　

②
好
感
度
ア
ッ
プ
講
座　

　

③
お
し
ご
と
準
備
セ
ミ
ナ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料
／
申
込
不
要

▼
無
料
託
児　

先
着
20
人
／
要
事
前

　

予
約

１
円
が
配
分
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
児
童
・
青
少
年
の
福
祉
活
動

費
な
ど
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間

10
月
１
日
㈬
〜
12
月

31
日
㈬

問
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
貴
田
修
司
（
東
京

　

都
）
▽
故
道
園
は
つ
ゑ
（
中
津
野
）

　

▽
故
今
村
良
英
（
添
田
中
）
▽
故

　

毛
利
禎
子
（
町
二
）

　
　
　
（
令
和
７
年
９
月
16
日
現
在
）

　国勢調査は日本に住んでい
るすべての人を対象に、５年
に１度実施する国の最も重要
な統計調査です。９月末に調査員が調
査書類を配布しています。まだ回答が
終わっていない世帯は、10月８日㈬ま
でにインターネットまたは調査票にて
回答をお願いします。記入方法などが
わからない場合は、国勢調査コンタク
トセンター（☎0570-02-5901／ＩＰ
電話の場合は☎03-6628-2258）に問
い合わせください。
問 国勢調査添田町実施本部
　 （☎82-5965）

ご協力をお願いします

第
16
回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

◉あったカフェ（認知症カフェ）
▶とき 11月４日㈫ 13時30分～15時
▶ところ そえだジョイ２階
▶内容　季節のうたを歌いましょう！
　「脳の活性化のためのミュージックケア」
◉オレンジカフェ
認知症と診断された人や介護する家族同士で交
流しませんか。
▶とき 11月18日㈫ 13時30分～15時
▶ところ　添田町地域包括支援センター集会室
問 添田町地域包括支援センター（☎41-3888）

気軽にお越しください

奏でる

田で係

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
「
女
性
の
た
め
の
合
同

会
社
説
明
会
＆
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
」運
営
事
務
局

（
☎
092̶

741
―
９
５
３
１
）

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度
は
153
万
６
６
０
８
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

福
岡
県
共
同
募

金
会
か
ら
添
田

町
に
112
万
５
９

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

↑詳細は市立
　病院ホーム
　ページで確
　認ください

↑詳細は協同
　組合ホーム
　ページで確
　認ください

分開場

）

～演奏～
てみてる



令
和
７
年
10
月
号

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
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10
月
、
例
年
で
す
と
秋
の
爽
や
か

な
風
を
受
け
て
の
す
が
す
が
し
い
季

節
で
し
ょ
う
が
、
今
年
は
ど
う
も
暑

さ
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
如
何
で
す
か
。
▼
ま
ず
、
令
和
７
年
８
月
９
日
か
ら
11

日
ま
で
の
豪
雨
に
よ
る
添
田
町
の
被
害
状
況
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
道
路
河
川
、
林
道
農
地
等
、
補
助
災
害
等

含
め
ま
し
て
、
合
計
21
箇
所
、
被
害
額
は
1
億
円
弱
、
約

9
千
8
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
復
旧
に
向
け
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
▼
町
民
会
館
は
、
耐
震
化
や
内

部
の
老
朽
化
等
著
し
く
解
体
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

解
体
後
の
周
辺
整
備
に
関
し
て
は
、
次
の
通
り
考
え
て
い

ま
す
。
▼
添
田
町
「
健
康
子
育
て
福
祉
ゾ
ー
ン
」
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。「
健
康
子
育
て
福
祉
ゾ
ー
ン
」

と
は
、
添
田
町
の
今
後
の
福
祉
施
策
等
進
め
る
上
で
大
き

な
柱
と
な
る
施
策
で
あ
り
、
現
在
あ
る
課
題
等
を
解
決
す

る
方
策
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
住
民
の
皆
様
が
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ

る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
向
け
、
添
田
町
第
６
次
総

合
計
画
の
も
と
、そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
そ
の
中
で
も
、誰
も
が
孤
立
せ
ず
健
康
に
過
ご
せ
る
ま
ち
、

子
育
て
支
援・教
育
が
充
実
し
た
ま
ち
は
、
添
田
町
の
教
育・

福
祉
等
を
担
う
大
き
な
柱
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
施
策
に
は
、

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
地
域
医
療
の
充
実
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
、
多
様
な
個
性
・
人
権
の
尊
重
が
必
要
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
学
校
教
育
の
充
実
、
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。
▼
今
年
度
、
小
学
校
を

統
合
し
新
た
な
添
田
町
立
小
中
学
校
を
整
備
し
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
学
校
建
設
等
に
引
き
続
く
環
境
整
備
は

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
町
内
に
あ
る
保
育
園
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所
、
そ
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者
と
を
結
び

つ
け
、
共
生
社
会
に
お
け
る
日
常
的
な
高
齢
者
等
住
民
と

子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
の
整
備
で
す
。▼
そ
の
た
め
に
は
、

健
康
子
育
て
や
福
祉
行
政
に
関
す
る
施
設
を
連
携
で
き
る
、

ゾ
ー
ン
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
は
、
特

に
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
高
齢
者
等
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

推
進
す
る
、
そ
れ
こ
そ
が
未
来
に
向
け
た
添
田
町
の
姿
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
の
事
か
ら
、添
田
町「
健
康
子
育
て
福
祉
ゾ
ー

ン
」
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
▼
そ
の
ゾ
ー
ン
に

は
現
在
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
と
共
に
、例
え
ば
敬
老
食
堂
、

別
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂
、
大
人
が
見
守
る
中
で
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
プ
レ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、
建

物
だ
け
で
な
く
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
、
現
在
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
人
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
高
齢
者
が
逆
に

手
助
け
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
考
え
て
い
く
事
が
必
要

だ
と
考
え
、
今
年
度
中
に
も
基
本
構
想
を
関
係
各
課
で
策

定
す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
整
備
等
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。
▼
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
森
林
な
ど
も
含
め

活
用
し
、
そ
の
中
で
ゾ
ー
ン
形
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、旧
学
校
跡
地
等
含
め
検
討
し
ま
し
た
が
、

高
齢
者
・
障
が
い
児
・
乳
幼
児
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
考
え

ま
す
と
、
新
た
な
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
９
月
議
会
に
議

案
を
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
町
民
会
館
解
体
後
の
跡
地

が
、
英
彦
山
・
落
合
・
野
田
・
中
元
寺
・
津
野
・
真
木
や

町
部
等
の
中
心
と
も
な
り
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
所
か
ら
、

そ
の
場
所
を
整
備
し
添
田
町
「
健
康
子
育
て
福
祉
ゾ
ー
ン
」

と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
対
応
す
る
も
の
で
す
。
▼
添
田

町
の
将
来
に
お
け
る
重
要
施
策
で
あ
り
事
業
と
な
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

添田町職員採用候補者登録試験令和
７年度

受付期限

〒824-0691 田川郡添田町大字添田2151番地
添田町役場総務課総務係（☎82-1231）
受付時間：土日祝日を除く８時30分～17時15分

書類提出・問い合わせ先

一次試験 11月16日 ㈰（受付９時20分～）

◉採用予定日　令和８年４月１日
◉試験会場　添田町役場
◉試験方法　職務能力試験・職務適応性検査
◉試験職種および採用人数
【一般事務Ａ】４人程度　【一般事務Ｂ（保健
　師）】２人　【一般事務Ｃ（社会福祉士）】１人
◉初任給　高卒188,000円程度、大卒220,000
円程度
◉受験資格　平成２年４月２日から平成20年
　４月１日までに生まれた人
※一般事務Ｂおよび一般事務Ｃは、各資格を
有することまたは令和８年３月末までに資格
取得見込みであることが条件です。
◉提出書類　①添田町職員採用候補者登録試
　験申込書　②受験票　③資格取得証明書の
　写しなど（一般事務Ｂおよび一般事務Ｃ）
※申込書などは役場総務課総務係で
交付のほか、郵送請求や町ホームペ
ージからダウンロードできます。

検査検査

健

◉提出方法　①役場総務課総務係に持参　　
　②簡易書留により郵送
※郵送提出の場合は封筒表面に「職員採用試
験関係書類在中」と朱書きしてください。受
験票を返信しますので、所定箇所に必ず110
円切手を貼付してください。
◉二次試験　12月６日㈯または７日㈰
※詳細は一次試験合格者に通知します。

◉◉

※郵送の場合
 は、10月30日
 必着。

10 30㈭
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